
中学校の生活について 
登 下 校 時 

(1) 登下校は、決められた通学路を通る。 

① 横断歩道を必ず使用する。 

② 横に広がって歩かない。 

(2) ８時２０分までに着席し、８時２５分に朝

の活動をスタートできるように準備する。 

※朝の活動が終了し、担任の先生が来るま

では授業の用意などをし、静かに待つ。 

① 上履き、下履きは、下駄箱前のタイル部

分で区別をつける。 

(3) 持ち物は、カバンに入れて登校する。 

① 中学校生活に適したリュックサックなど

を使用する。また、チャックがついてお

り、中身が出ないものを使用する。 

② 自分のものだと分かる小さい目印を一つ

付けても良い。 

③ 机の横にかけたり、フロアに置いたりし

ないようにし、指定されたロッカーに入

れる。ロッカーに入りきらない荷物があ



る場合は、指示された場所へ置く。その

際、荷物は最小限にとどめる。 

生 活 時 

(1) 授 業 

① チャイムで活動が始められるようにする。 

② 先生が来ない場合は、静かに自習する。 

③ 授業用具の貸し借りはしない。 

(2) 教室移動 

① 放課中に移動を完了する。（総務委員と風

紀委員は移動を促す。東と西の階段は使

用しない。） 

② 確実に消灯・戸締まりをする。風紀委員

が戸締りを行い、鍵を管理する。 

③ 原則として、他学年の廊下を通らない。 

(3) 放課中の過ごし方 

① 放課中に次の授業の準備をする。 

② 他の教室へは入らない。また、他学年の 

教室や廊下へ行かない。 

③  廊下・教室など校舎内では静かに落ち着 

いて過ごす。 

④  昼放課以外は校舎内で過ごす。 



⑤  防火扉は開けたり、もたれかかったりし

ない。万が一開けてしまった場合はすぐ

に閉め、職員室へ申し出る。 

⑥ トイレ・手洗い場は、指定された場所を

使用する。 

⑦ 廊下側の扉のカーテンは着替えの時のみ

閉める。内側から鍵はかけない。 

(4) 持ち物 

① 不要物（携帯電話・スマートフォンやお

菓子など、学校生活に必要のないもの）

を持ってこない。 

② 持ってきて良いもの 

飲み物 水・お茶・スポーツドリンク 

（水筒・ペットボトルにいれる） 

本類 小説など、図書室に置いてある

ようなもの 

その他 薬用リップ（無色無臭） 日傘 

帽子 保冷剤  うちわ せんす 

タオル（水に浸して冷えるものも） 

汗ふきシート（無香料） くし 

マスク ひざかけ  

使い捨てカイロ 



 (5) 昼 食 

① 昼食時間中は、昼食場所で静かに過ごす。 

② 調子が悪くて牛乳が飲めないときは、担

任の先生に申し出る。 

(6) 職員室入室時 

① カバンなどは置いて入室する。 

② 入り口で自分のクラス・名前を名乗り、

用件を伝える。決められた区域まで入室

する。 

 (7) その他 

① 万が一、忘れ物があった時は、担任や教

科担任に申し出る。（場合によっては、学

校から家庭に電話連絡をして、持ってき

てもらう。） 

 (8) 服 装・頭 髪 

①  制服は、通年で自主選択する。 

＊ 卒業式など指定がある場合もある。 

② 制服の正しい着こなしを心掛ける。名札

は胸ポケットに止める。登校時に名札や

ネクタイ・リボンを忘れた場合は、担任

に申し出て、貸出用のものを着用する。 



③  カッターシャツの下に着用する肌着は、

白、ベージュ、黒、紺（ワンポイント可）

とする。 

④  靴下は、白、黒、紺、グレー（ワンポイ

ントやラインは可）の単色（無地）のも

のを着用する。 

⑤  靴下の長さは、くるぶしが隠れるものと 

する。 

⑥ 通学靴は運動靴を使用する。（マジックテ     

ープ付きも可） 

⑦ かかとをつぶして履かない。 

⑧ 雨天時にはレインシューズ・長靴を使用

しても良い。 

⑨ ベルトは黒、紺、茶の単色のものを使用

する。 

⑩  頭髪は、活動がしやすく、清潔な髪型と

する。 

⑪ 髪の長さが、活動の妨げになる場合（肩

にかかるくらい）は、ゴムで束ねるかピ

ンでとめる。 

・ ゴムは、黒、紺、茶。 

・ ピンは、装飾性のないもの。 



⑫ 脱色・染色・パ－マ等、頭髪に手を加え

ない。整髪料は使わない。 

⑬ マニキュアや香水など、不要なものをつ

けない。 

⑭ 防寒着・防寒具は、適切な時期に担任の

先生から連絡がある。ルールを確認し、

体調に合わせて活用してもよい。 

 

 

授 業 後 

(1) 最終時限終了後、直ちに帰りの会を行う。 

(2) 清掃当番は、学級で決められた区域を丁寧

に清掃する。 

(3) 用がない生徒は、直ちに下校する。 

(4) 教室の戸締まりの際、カーテンを片側に寄

せ、消灯・施錠を確実に確認する。 

(5) 居残りが必要な時は、終了予定時間を決め、

担任の許可を得て行う。使用後は、後片づ

けや掃除、机・イスなどを整とんし、戸締

まりを行い、必ず担任に報告をする。 

 



 

そ の 他 

・ 欠席をする場合や遅刻して登校する場合は、

保護者から連絡してもらう。連絡の手段は、

電話、メール、生徒手帳などいずれでもよい

が、必ず保護者に連絡してもらう。 

・ 遅刻して登校した場合は、まず職員室へ立ち

寄って連絡票を受け取り、教室へ行く。 

ただし、８：２５～８：５０の間に登校した

場合は直接教室へ行き、担任に申し出る。 

・ エアコン・テレビのスイッチは勝手に触らな 

い。 

・ エレベーターは許可なく使用しない。 


